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I.緒 言

微 生 物 の 糖代 謝 に 関 して は近 来 極 め て多 くの研 究

が な さ れ て お り, glucoseの 酸 化 経 路 と し て は

Embden-Meyerhofの 経路1) 2), Warburg-Dickens

の 経 路3) 4) 5) 6),或 は2-ketogluconate又 は5-keto

gluconateを へ る酸 化 経 路7) 8) 9)な どが明 らかに さ

れ て い る.然 し病 源 菌の糖 代 謝機 構 につ い て の詳 細

な 研究 は少 い.著 者 は本教 室 に 於 け る病 源性 細 菌 の

糖代 謝 研究 の一 環 と して, Staphylococcus aureus,

 albus, citreusの3菌 を 供 試 菌 と してglucose代

謝 に検 討 を 加 えた.細 菌の 物 質代 謝 は そ の発 育 環境

に大 き く支 配 され る こ とは言 を ま たな い.そ こで本

実験 に 於 て は,先 づ 供 試 菌の 酵 素的 性 状 に対 す る培

養 時 間,培 地pH,培 養 温度 の 影響 を検討 し た.以

下 そ の 成績 を記 して御 批 判 を 仰 ぐ次 第 で あ る.

Ⅱ.実 験 材 料 及び 実 験 方法

供 試細 菌: St. aureus, St. albus, St. citreusの

教 室 保 存 の標 準 株.

菌 培養 法:普 通 寒 天 を 必 要pHに 修 正 して行

つ た.

生 菌 浮 游液 調製:培 地 よ り集 め た菌 体 をM/50

燐 酸 緩 衝 液(0.85% NaCl加, pH 7.0)に て2回

遠 沈 洗 滌 し,緩 衝 液 に1時 間 浮游 して か ら遠 沈 し,

同一 組 成 の緩 衝 液 に 浮游 した.菌 量決 定 は光 電 比 濁

計 に よつ た.

呼吸 量の 測定: Warburg検 圧 計 に よ り常 法10)

に 従 つ た.な おCO2発 生 量 は反 応 後側 室 よ り3-N

H2SO4を 注 加 して 測定 した.

基 質及 び阻 害 剤　 何 れ も市 販品 を蒸 溜 水 に溶 解

し, NaOH又 はHClを 以 て必 要pHに 修 正 して

用 い た.

glucoseの 定 量: 3, 5-dinitrosalicylic acidに

よる比 色法11)に よつ た.

pyruvateの 定 量: 2, 4-dinitrophenylhydrazine

に よ る比 色法12)に よつ た.

Ⅲ.実 験 成 績

1.培 養 時 間 と酵 素 活 性 の関 係

各 供 試 菌 をpH 7.0の 普通 寒 天 に接 種 し,温 度 を

37℃ と して 培 養 し, 10時 間, 20時 間, 48時 間 後に

夫 々集 菌 して,各 菌 体 の酵 素 活性 を比 較 した.

先 づ各 菌,各 培 養 時 間 に於 け る終 末pHを 見 る

ため,平 板 培 地 上の 菌 集落 周 辺 の培 地 の 一部 を白 金

耳 で と り蒸溜 水 に混 じ, pHメ ー ター で 測定 した と

ころ第1表 の 通 り, aureusで は10時 間, 20時 間,

 48時 間 に 於 て夫 々7.8, 7.9, 8.2のpHを 示 し,

 albusで は8.0, 8.2, 8.4, citreusで は8.0, 8.1,

 8.3で あつ て,培 養10時 間 に して各 菌共 培 地pHは

8.0附 近 に上 昇 し,そ れ以 後 は著 差 を示 さな かつ た.

各 菌の 数種 基 質 の 酸化 能 が 培養 時 間 に よ り如何 に

影響 され るか を見 るた め,そ れ らの 静止 菌体 浮游 液

に第2表 に掲 げ た基 質 を 加 えてO2消 費 量 を測定 し
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第1表　 培養時間とpHの 移動

第2表　 培 養時 間 と基 質 酸 化能(1)

 St. aureus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度

M/100)0.3ml,全 量3.0mlと す る.

pH 7.2, 37℃, 1hr.

た ところ 同表 の結 果 で あ つ た.即 ち, aureusで は

10時 間 培 養 の ものは酵 素活 性 が 一般 に極 めて 大 で あ

り, 20時 間, 48時 間 とな る に従 い活 性 の 低下 が 認 め

られ る.基 質別 に見 る とglucose酸 化 能 は 培 養 時

間 が長 くなつ て も比 較的 低 下 が 少い が, gluconate,

 ribose酸 化能 は培 養 時 間 と 共 に急 激 な低下 が 見 ら

れ た. albus(第3表), citreus(第4表)で も同様

第3表　 培 養時 間 と 基質 酸 化 能(2)

St. albus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃度

M/100)0.3ml全 量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.

第4表　 培 養時 間 と基 質 酸化 能(3)

St. citreus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度

M/100)0.3ml全 量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.

の 傾 向が 見 られ,特 にalbusで は顕 著 で あつ た.

次 に各 菌,各 培 養 菌 体 のglucose酸 化 に於 け る

O2消 費 量, CO2発 生 量, glucose消 費 量, pyruvae

蓄 積 量 と,こ れ に対 す る2, 4-dinitrophenol(DNP),

 arsenite添 加 の 影響 を 比 較 した. aureusに つ いて

は第5表 の如 く, glucoseを 基 質 と したO2消 費 は

DNP(1/3×10-3M)に よ り, 10時 間 培 養 菌 で は阻

害 が 少 く, 20時 間, 48時 間培 養 菌で は 阻害 が 強 くな

り, RQのDNP添 加 に よ る 低下 は10時 間培 養 菌

が最 も著 しかつ た.又pyruvate蓄 積 量 に 対 す る

DNPの 影響 は10時 間培 養 菌 は20時 間, 48時 間 培養

の もの と大 い に異 り, 20, 48時 間培 養 菌 で はpyru

vate蓄 積 量がDNP添 加 に よ り減 少 す る の に対 し,

 10時 間培 養 菌 で は 逆 に 増大 した. albus(第6表)

で はglucoseを 基 質 と したO2消 費, glucose消 費

のDNPに よ る 阻 害 は3菌 の う ち 最 大 で あ り,

 pyruvate蓄 積 はaureus同 様, 10時 間 培 養 菌で 僅

か なが ら増 大 し, 20, 48時 間培 養 菌 で は減 少 した.

 citreus(第7表)で はglueose酸 化 に 対 す るDNP

添 加 の 影響 は 各培 養 時 間の もの も同様 で あ つて, O2

消 費, glucose消 費 は殆 ん ど影 響 されず, pyruvate

蓄 積 はDNP添 加 に よ り増 大 し た.

arsenite(10-3M)添 加 に よつ て は,何 れ の 菌,何

れ の培 養 時 間 の菌 体 に於 て もglucoseよ りpyruvate

を 多 量 に生 成 す るの が 認 め ら れた.

pyruvateの 酸 化 は 何 れ の場 合 に 於 て もDNP,

 arseniteに よ り著 明 に抑 制 され た.
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第5表　 各 時 間 培 養 菌 のglucose酸 化(1) St. aureus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度M/100)0.3ml,阻 害 剤0.3ml,全 量3.0mlと す る,

 pH 7.2, 37℃, 1hr. DNP: 1/3×10-3M, arsenite: 10-3M

第6表　 各 時 間 培 養 菌 のglucose酸 化(2) St. albus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度M/100)0.3ml,阻 害 剤. 0.3ml,全 量3.0mlと す る,

 pH 7.2, 37℃, 1hr. DNP: 1/3×10-3M arsenite: 10-3M.
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第7表　 各 時 間 培 養 菌 のglucose酸 化(3)St. citreus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度M/100)0.3ml阻 害 剤. 0.3ml,全 量3.0mlと す る.

pH 7.2, 37℃, 1hr.

DNP: 1/3×10-3M, arsenite: 10-3M.

2.培 地起始pHと 酵 素活性関係

培地pHは 菌の発育につれて漸次変化するもの

であるが,こ こでは普通寒天培地の起始pHを5.8,

 6.5及 び7.2と して培養した菌体の酵素活性を比較し

た.

先づ培養温度を37℃ とし,接 種後20時 間の培地

終末pHを 見ると第8表 の通り,各 菌共起始pHに

関係なく終末pHは8.0附 近 であつた.

第8表　 培 地pHの 移 動

次 に起 始pH 5.8, 6.5, 7.2の 各 培 地 に37℃, 

20時 間 培 養 した 菌体 の 各種基 質 酸化 能 を 比 較す る と

第9～11表 の通 りで あ つ た. aureus(第9表)で は

一 般 に 起 始pH 5.8の 菌 はpH 7.2の ものよ り酵

素活 性 が大 で あ り, pH 6.5の もの は この 中間 と言

え る.而 して 特 にglucose, riboseの 酸 化 能 は 起

始pHの 低 い も の の 方 が 大 で あつ た. albusで も

glucose, pyruvateの 酸 化 は 起 始pHの 低 い も の

の 方が 大 で あ つた が,何 れ のpHの 培 地 に発 育 し た

菌 体 もriboseの 酸 化能 は小 で あつ た. citreusに 於

第9表　 培 地 始pHと 基質 酸 化 能(1)

St. sureus(37℃, 20hr.培 養)

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度

M/100)0.3ml,全 量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.
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第10表　 培 養pHと 基 質 酸 化 能(2)

St. albus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度

M/100)0.3ml,全 量3.0mlと す る, 

pH 7.2, 37℃, 2hr.

て も同 様 の傾 向 が 見 ら れ た が, aureusの 場 合 程 顕

著 で は なか つ た.

各 菌 につ き,培 地 起 始pHを5.8及 び7.2と して

37℃ 20時 間 培養 した 菌 体 のglucose酸 化 に対 す る

DNP(1/3×10-3M)の 影 響 を 比 較 して 第12表 を得

た. aureusに 於 て は, pH 7.2の 培 養 菌 は前 述 の 如

くDNP添 加 によ りglucose酸 化 に と もな いpyru

vate蓄 積 は 抑 制 され るが, pH 5.8の 培 養 菌で は

逆 にDNP添 加に よ り増 大 され る. albuseで も同

様 で あ り, citreusで は起 始pH 7.2の もの もpH

第11表　 培 養pHと 基質 酸 化 能(3)

St. citreus

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度

M/100)0.3ml,全 量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.

5.8の もの もDNP添 加 によ りpruvayte蓄 積 は 増

大 す るが,後 者 の 方が 顕著 で あ つ た.

次 に培 地起 始pHを5.8及 び7.2と し, 37℃ で10

時 間培 養 した 菌体 につ き同様 の 実験 を試 み た.結 果

は 第13表 の 通 りで あ り,前 述 の 如 く37℃, 10時 間

培 養 菌体 は 培 地 起 始pH 7.2の も の も,各 供 試

菌共DNP添 加 に よ りglucose酸 化 に と も な い

pyruvate蓄 積が 増 大 す るが,培 地起 始pH 5.8の

培養 菌体 で は この 傾 向が 更に 増 大 され て い た.

第12表　 培 地 始pHとglucose酸 化(37℃, 20hr.培 養)

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml, glucose(終 濃 度M/100)0.3ml, DNP(終 濃 度1/3×10-3M)0.3ml,全

量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.
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第13表　 培 地 始pHとglucose酸 化(37℃, 10hr.培 養)

菌 液(湿 菌 量60ml)2.0ml, glucose(終 濃 度M/100)0.3ml, DNP(終 濃 度1/3×10-3M)0.3ml,全

量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr,

3.培 養温度と酵素活性の関係

以上菌体の酵素活性に対する培養時間,培 地pH

の影響を見て来たが,次 に培養温度の影響を検討す

るため,普 通寒 天培 地を用い培地起始pHを5.8

及び7.2と し,更 に培養温度を25℃ 及び37℃ とし

て20時 間培養した各菌体の酵素的性状を比較した.

先づ基質酸化能 について見ると,培 地起始pH

 7.2の 培養 菌では第14表 に示す如く, aureusで は

第14表　 培養温度と基質酸化能

(培地始pH 7.2)20時 間培養

菌 液(湿 菌量60mg)2.0ml,基 質(終 濃 度

M/100)0.3ml,全 量3.4mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.

25℃ 培 養 の 方 が 一般 に各基 質 に 対 す る酵 素 活性 は

大で あ り,特 にpyruvate, lactateを 基 質 と し た

O2消 費 量 は37℃ 培 養 の もの に比 し著 し く大 で あ つ

た.然 しgluconateの 酸 化 能 は 何 れ の培 養 の もの

も小 で あ つ た. albusに 於 て も25℃ 培 養 の もの が

pyruvateの 酸化 能 は大 で あ りgluconateに 於 て も

25℃ 培 養 の ものの 方 が や や 大 で あ るが, riboseは

何 れ の培 養 菌 も殆 ん ど 酸 化 し難 い. citreusで は両

第15表　 培 養 温 度 と 酵 素 活 性

(培 地pH 5.8)20hr.培 養

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml,基 質(終 濃度

M/l00)0.3ml,全 量3.0mlと す る,

pH 7.2, 37℃, 1hr.
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培 菌 間 に著 差 は 見 られ ず, 25℃ 培 養 の方 が 一般 に

酵 素 活性 が大 で あ るに す ぎ なか つ た.

培 地 起 始pH 5.8の 培 養 菌 で は第15表 に 見 られ る

如 く, aureusで は25℃ 培養 菌体 の 方 が や は り一 般

に酵 素活 性 が大 で あ り, gluconate, pyruvate,

 lactate, acetate, succinateの 酸 化 能 が 大 で あ り,

特 にgluconateの 酸化 能 を 獲 得 して い る こ とは特

徴的であつた. albusで も類似の傾 向が認められた

がriboseの 酸化能は何れの培養菌体でも小であつた.

 citreusでは25℃ 培養菌, 37℃ 培 養菌間に特 筆す

べき差異は見られなかつた.

25℃ 及 び37℃ 培養菌のglucoae酸 化 に対 する

DNPの 影響を見ると,培 地起始pH 7.2の 場合は

第16表 に示す如くであり, aureusで は37℃ 培養菌

第16表　 培 養 温 度 とglucose酸 化(培 地 始pH 7.2, 20時 間 培 養)

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml, glucose(終 濃 度M/100)0.3ml
, DNP(終 濃 度1/3×10-3M)0.3ml全 量

3.0mlと す る, pH 7 .2, 37℃, 1hr.

第17表　 培 養 温 度 とglucose酸 化(培 地始pH 5.8, 20時 間 培養)

菌 液(湿 菌 量60mg)2.0ml, glucose(終 濃 度M/100)0.3ml, DNP(1/3×10-3M)0.3ml,全 量3.0ml

と す る, pH 7.2, 37℃, 1hr.
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体については前述 の如 くglucose酸 化にともなう

pyruvate蓄 積 量はDNP添 加 により減少するのに

対し, 25℃ 培養菌体ではglucoseを 基質としたO2

消費のDNPに よる阻害は37℃ 培養のものに比し

て少 く, pyruvate蓄 積 量はDNP添 加 により増大

する. albusに 於 ても同様 の ことが認められ, cit

reusで は37℃ 培 養 菌体でもglucose酸 化にとも

なうpyruvateの 蓄 積量はDNPに よ り増加するが,

 25℃ 培養のものではこの傾向が更に著しかつた.

培地起始pH 5.8の ものについては第17表 に示す

如 くであり,前 に述べた通り各菌共37℃ 培養のも

のもglucose酸 化 に ともなうpyruvate蓄 積 は

DNP添 加により増大す るのであ るが, 25℃ 培養

のものは更にこの傾向が顕著となつた.

4.ブ イヨン培地に於ける各菌の発育曲線に対す

る培地起始pH,培 養温度の影響

最後に菌の発育曲線に対する培地起始pH及 び

培養温度の影響 を検討 す るため,ブ イヨン培地の

pHを5.8及 び7.2と し,各 供試 菌を接種, 25℃ 及

び37℃ に保つて培養し,各 々につ き4時 間毎に菌

の発育度を光電比濁計により測定した.

結果は第1図 の如 くであり, 37℃ 培 養では培地

第1図　 各菌の発育曲線

- : 37℃ 培養 … …: 25℃ 培養

起 始pH 7.2の もの は各 菌共 大 体4時 間 頃 よ りlog

 phaseに 入 り10時 間 頃 よ りstationary phaseと な

るの に対 し,起 始pH 5.8の もの は発 育 は やや 遅 れ

て8時 間頃 よ りlog phaseに, 16～20時 間 頃 よ り

ptationary stateに な る.又25℃ 培養 で は発 育 は

更 に遅 れ,発 育曲 線 はゆ るや かな 上 昇 を た ど る.起

始pH 7.2で はstationarpstateに 入 る のは24時 間

頃 と な り,起 始pH 5.8で は 更 に多 少 の 遅 れ が認 め

られた.

IV.総 括 及 び 考 案

細 菌の 物 質代 謝 が培 養 条件 に 大 き く支 配 され る こ と

は周 知 の 通 り で あ る13).そ こで 供 試 菌Staphylo

coecus aureus, albus, citreusのglucose酸 化 を

検 討 す るに 当 り,培 養 条 件 を種 々変 化 させ,そ れ に

と もな うglucoseの 酸化 様 式 の 変 化 を追 究 す る意

図 の も とに,本 編で は 培養 期 間,培 地 起 始pH及 び

培 養温 度 とglucose酸 化 との 関 係 につ い て 実験 を

行 つ た.以 下 そ の成績 を総 括 し考案 を加 え る こと と

す る.

各 普 通寒 天 培 養菌 体 の数 種 基 質酸 化 能 が培 養 時 間

によ り如 何 に変 化 す るか をO2消 費 量 か ら見 る と,

各 菌共 一 般 に培 養 時 間 の短 い ものほ ど酵 素活 性 が大

で あ り,培 養 時 間が 長 くな るに従 つ て 低下 して い る.

この 低下 はpyruvate, lactate, suecinateな どに

於 て特 に 著 し く,こ れ に対 しglucose酸 化能 の 低

下 は そ れほ ど顕 著 で な い.即 ち,培 養 時 間 の 短 い

(10時 間 培 養)菌 体 で はTCA cycleに 関 与 す る酵

素 活性 が大 で あ ると推 定 され るが,こ の菌 体 は発 育

に於 け るlog phaseに 該 当す る と見做 され る(第1

図).こ の こ とはTCA cycleが 単 な る 完全 酸 化 の

ため の機 構 で あ るの みな らず,種 々 の菌 体 成 分 の合

成 反 応 に も関 与 す る もの で あ る と も言 わ れて い る こ

と14)と 符合 す る.一 方glucoseは 発 育 停 止 後 も生

命 維持 のエ ネル ギー 源 と な る ため, glucose酸 化 の

酵 素活 性 が余 り低 下 しない もの と推 定 され る.

glucose酸 化 に 於 け る 量 的 関 係 とこれ に 対す る

DNPの 影 響 を 各 培 養 菌 に つ い て 比 較 す る と,

 aureus(第5表), albus(第6表)で は 培 養 時間 の

短 い(10時 間)も の は, glucoseを 基 質 と したO2

消費, glucose消 費 はDNP(1/3×10-3M)に よ り殆

ん ど影 響 さ れ な い がpyrvvateの 蓄 積 は著 明 に増

大す る のに 対 し,培 養 時 間 が長 くな ると(20, 48時

間)O2消 費, glucose消 費 のDNPに よ る 阻害 率

は大 と な り,か つpyruvate蓄 積 はDNPに よ り
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減 少す る. DNPはEmbden-Meyerhof経 路 を阻 害

しな い と考 え られ る15)こ とか らaureus, albusで

は10時 間培 養 の もの即 ち発 育 に 於け るlog phaseの

菌 体 のglucose酸 化 はE-M経 路 に 多 く依 存 し,

培 養 時 間 の 長 い もの 即 ちstationary phaseに 入

つ た 菌 体 で はE-M経 路 以 外 の 経 路,恐 ら くは

Warburg-Dickens経 路 或 はgluconate→ α-keto

gluconate(又 は5-ketogluconate)を へ る酸 化 経 路

が 多 く関与 す るの で は な い か と推 定 され る.た だ

gluconate, riboseの 酸 化 能 が10時 間 培養 の もの は

極 め て大 で あ り, 20又 は48時 間 の もの で は これ ら を

基 質 と してO2消 費 を殆 ん ど示 さな い点 が 上 の推 定

とは 矛盾 す るよ うで あ るが,こ れ は一 つ に は細 菌 膜

の透 過 性 も関係 す る し,又20時 間或 は48時 間 培 養 菌

体 のglucose酸 化 がW-D経 路 或 はgluconate,

 α-keto gluconate(又 は5-ketogluconate)を へ る

と して もgluconate又 はribose自 身 が 中間 代 謝物

質 で あ るの で はな くて それ らの燐 酸 エ ス テル が 中間

代 謝 物 質 で あ るか らで はな か ろ うか.そ して 更 に10

時 間培 養 菌 体 がglucoseを 主 と してE-M経 路 によ

り酸化 す る と し て も これ とは別 個 にgluconate,

 riboseの 酸 化能 を有 す る もの と考 え られ る. citreus

で は各 時 間 培 養 菌 共glucoseを 基 質 と したO2消

費, glucose消 費 はDNPに よ り殆 ん ど影響 されず,

かつpyrunate蓄 積 はDNP添 加 に よ り増 大 し,

何 れ の培 養 菌 で もglucose酸 化 に 質 的 な変 化 は見

受 け られ ず,又 何 れ の培 養 菌 体 もgluconate, ribose

を基 質 と したO2消 費 は 基 質 無 添加 の もの(endo

genous)と 余 り変 りな く, citreusのglucose酸 化

に関与 す る酵 素 系はSh. flexneriに 属 す る菌16)と

類 似 の ものの よ うに 見受 け られ る.

次 に培 地 起 始pHの 影 響 を 見 る と,同 じ20時 間

培養 で も起 始pHの 低 い培 地 に培 養 した 菌 体(5.8)

で は各 菌共 上述 の培 養 時 間 の短 い もの と全 く同 様 の

酵 素 的性 状 を示 す こ とが 認 め られ るが,こ れは や は

り発 育 曲 線 のず れ に 起 因す る もの と考 え られ る.即

ち培 地 起始pH 7.2の 場 合に は20時 間 目に はす で に

stationary phaseに 入 つ て い るの に 対 し(第1図)

起 始pH 5.8で はstationary stateに 入 る 間 際 で

あ る.

培 養 温 度 に つ いて も同様 で あ り,培 養 起始pH 7.2

の場 合 培 養温 度20℃ の もの は 培 養 時 間 の短 い もの

(10時 間)と 同 様 の 性 状 を 示 し,培 地 起始pH 5.8

の場 合 に は この傾 向 が 更に 著 明で あ り,や は り発 育

曲線 に 於 け るphaseに よ る もの と 推 定 され る.即

ち20℃ 培 養 で は37℃ 培 養 に 比 し発 育 は遅 れ,

 log phaseは 延 長 され20時 間 菌 体 で も増殖 の活 溌 に

行 わ れ て い る段 階 と見做 し うる(第1図).

この よ うに培 養 時 間,培 地 起始pH,培 養 温 度 は

glucose酸 化 そ の他 の酵 素 活性 に影 響 を も た らすが,

これ ら は何 れ も そ れ ら の 菌 の 発育 に於 け るphase

に帰 す る ことが 出来 る もの と推 定 され た.

V.結 言

St. aureus, albus, citreusの 教 室 保 存株 を供 試

菌 と して,そ の普 通 寒 天培 養 菌体 の酵 素 活性,特 に

glucoseの 酸 化 様式 を 検討 して次 の 結 果 を得 た.

1.各 菌共 酵 素 活 性 は培 養 時 間の 短 い もの(10時

間),培 地 起 始pHの 比 較 的 低 い もの(pH 5.8),

培 養 温 度 の 低 い もの(20℃)の 方 が一 般 に大 で あ

ろ.そ して この こと はす べて 発 育 に 於け るphaseに

帰 す る ことが 出 来 る と推 定 され る.即 ち発 育 に於 け

るlog phaseに あ る 菌 体 は 酵 素 活性,特 にTCA

 cycleに 関 係 した酵 素 活性 が大 で あ る と思 わ れ る.

2. aureus albusで はlog phaseに あ る菌 体 の

glucose酸 化 は 主 と し てE-M経 路 に 依 存 し,

 stationary phaseに 入 る と,こ の 他W-D経 路或

はglucose→gluconate→2-keto gluconate(又 は5-

keto gluconate)を へ る経 路 も発 達 して くるの では

ない か と推 定 され る.こ れ に対 しcitreusで は どの

phaseの 菌体 も主 と してE-M経 路 が 発 達 して い

る と思わ れ る.
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With the use of the standard strains of St. aureus, albus and citreus, stocked in our 

laboratory, as experimental materials, the author studied the enzymatic activity, especially 

the modes of glucose oxidation, and obtained the following results:

1. Enzymatic activity of both bacteria is generally higher when the length of culture 

is short (10 hours) and the initial pH is low (5.8), and culture temperature is low (20•Ž). 

This fact seems to be depend upon phases of the growth ; namely, the enzymatic activity of 

cells in the log phase, especially the enzymatic activity involved in the T. C. A. cycle, ap

pears to be great.

2. In the case of St. aureus and albus it seems that the glucose oxidation of the cells 

in lag phase mainly depends on the E-M pathway, while in the cells at stationary phase it 

develops other pathways; namely, W-D pathway, or glucosegluconate2 ketogluconate (or 

5-ketogluconate) pathwag. In contrast to this in the case of St. citreus, the glucose oxidation 

of cells at all phases seems to take mainly the E-M pathway.


